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４ ダイオキシン類測定結果 

 

 

（１） 一般環境の測定結果 

ア 大気 

 一般環境大気測定局４箇所（図－９）で年４回測定した結果、全地点で環境基準(年平均値で、

0.6 pg-TEQ／m3以下)に適合。 

表－１５ 一般環境大気中のダイオキシン類濃度    単位：pg-TEQ／m3 

調査地点 5 月 8 月 11 月 2 月 平均値 

 門司区（松ヶ江） 0.011 0.014 0.014 0.017 0.014 

小倉南区（企救丘） 0.015 0.012 0.012 0.017 0.014 

 若松区（若松） 0.017 0.018 0.021 0.022 0.020 

八幡西区（黒崎） 0.013 0.020 0.014 0.044 0.023 

全市平均 0.014 0.016 0.015 0.025 0.018 

(  )内は、一般環境大気測定局名 

 

イ 水質 

海域の環境基準点５地点（図－１０）、河川最下流の環境基準点１５地点、湖沼の環境基準点１

地点（図－１１）で測定した結果、全ての地点で環境基準(1 pg-TEQ/L 以下)に適合｡ 

          表－１６ 海域及び河川のダイオキシン類濃度     単位：pg-TEQ／L 

調査地点 

水域区分 海域・河川名 地点名 
測定値 

D2 0.040 * 
洞 海 湾 

D6 0.41 

H1 0.037 * 
響  灘 

H5 0.040 

海 域 

周 防 灘 S-1 0.045 

大  川 大里橋 0.15 

村 中 川 村中川橋 0.30 

紫  川 勝山橋 0.067 

板 櫃 川 新港橋 0.44 

撥  川 JR 引込線横 0.076 

江川橋 0.14 
江  川 

栄橋 0.12 

割 子 川 JR 鉄橋下 0.077 

新々堀川 本陣橋 0.087 

金 手 川 洞北橋 0.046 

奥 畑 川 宮前橋 0.14 

清 滝 川 暗渠入口 0.33 

相 割 川 恒見橋 0.25 

竹 馬 川 新開橋 0.20 

河 川 

貫  川 神田橋 0.24 

湖 沼 ます渕ダム ダムサイト 0.051 

＊は、２回測定の平均値 



ウ 底質 

海域の環境基準点３地点（図－１０）、江川の１地点、ます渕ダムの１地点（図－１１）で測定

（１回）した結果、全ての地点で環境基準(150 pg-TEQ/g 以下)に適合。 
 

            表－１７ 底質のダイオキシン類濃度       単位：pg-TEQ/g・dry 

調査地点 

水域区分 海域・河川名 地点名 
測定値 

D2 14 
洞海湾 

D6 25 海 域 

周防灘 S-1 6.5 

河 川 江川 江川橋 2.2 

湖 沼 ます渕ダム ダムサイト 7.0 

 

エ 生物 

海域の２地点（図－１０）で水生生物（カワハギ,ガザミ）を対象に測定（１回）した。 

なお、魚介類については、評価する基準値は設定されていない。 
 

             表－１８ 生物中のダイオキシン類濃度       単位：pg-TEQ/g 

調査地点 

水域区分 海域名 地点名 
種類 測定値 

洞海湾 D2 カワハギ 0.033 
海 域 

周防灘 S-1 ガザミ 0.72 

 

オ 土壌 

 ５地点(図－１２)で測定（１回）した結果、全地点で環境基準(1,000 pg-TEQ/g 以下)に適合。 
  

表－１９ 土壌のダイオキシン類濃度       単位：pg-TEQ/g 

調査地点 測定値 

小倉北区 今町 0.048 

小倉南区 中曽根東 0.43 

若松区 大字乙丸 0.027 

戸畑区 牧山 0.0051 

八幡西区 鷹の巣 0.0028 

 

カ 地下水 

市内の１地点(図－１２)で測定（１回）した結果、環境基準(1 pg-TEQ/L 以下)に適合。 
 

表－２０ 地下水のダイオキシン類濃度       単位：pg-TEQ/L 

調査地点 測定値 

小倉南区徳吉南 0.042 
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（２） 発生源の監視測定結果 

 

ア 事業場排出ガスの監視測定 

 ８事業場９施設について立入測定した結果、１事業場１施設で排出基準を超過していたため、

原因調査と改善対策の実施を指導した。 

 

表－２１  排出ガス中のダイオキシン類の測定結果   単位：ng-TEQ/m3N 

事業場 施設名 
特定施設 

種類 

試料 

採取日 
測定値 

排出

基準

㈱シーケム F-401 
廃棄物焼却炉 

(2t/時未満・既設)
H24/2/7 0.000075 10

東京製鐵㈱九州工場 電気炉 S4 

製鋼用電気炉 

(1,000KVA 以上・既

設) 

H24/2/8 0.030 5

北九州エコエナジー㈱ 1 号ガス化炉 
廃棄物焼却炉 

(4t/時以上・新設)
H24/2/10 0.0051 0.1

光和精鉱㈱戸畑製造所 
2 号ダスト焙

焼炉 

廃棄物焼却炉 

(4t/時以上・既設)
H24/2/14 0.21 1

三菱化学㈱黒崎事業所 KC 炉 
廃棄物焼却炉 

(2～4t/時・既設)
H24/2/15 0.38 5

日鉄環境エンジニアリ

ング㈱北九州支店 

含油スラッ

ジ焼却炉 

廃棄物焼却炉 

(4t/時以上・既設)
H24/2/16 0.000095 1

日本金属㈱二島工場 ALF-3M 
アルミニウム溶解

炉(1t 以上・既設)
H24/2/17 0.00015 5

アサヒプリテック㈱ 

北九州事業所 

№１廃棄物

焼却炉 

廃棄物焼却炉 

(4t/時以上・既設)
H24/3/1 4.9 1

光和精鉱㈱戸畑製造所 
微量PCB処理

施設 

廃棄物焼却炉 

(4t/時以上・新設)
H24/2/3 0.015 0.1

 

 

イ 事業場排水の監視測定 

 ５事業場５排水口について測定した結果、すべての事業場排水口で排水基準（10 pg-TEQ/L）に

適合していた。 

 

表－２２ 事業場排水中のダイオキシン類の測定結果   単位：pg-TEQ/L 

事業場 測定値 排水基準 

上下水道局 皇后崎浄化センター 

第一処理施設 
0.00047 10 

上下水道局 皇后崎浄化センター 

第二処理施設 
0.00046 10 

上下水道局 北湊浄化センター 0.0011 10 

㈲美浄社 北九州事業所 0.098 10 

光和精鉱㈱戸畑製造所 0.042 10 

 



 

（３） 自主測定の結果 

 

ア 大気基準適用施設に係る排ガス 

ダイオキシン類対策特別措置法の対象４５事業場（６６施設）のうち、休止中等の１３事業場

（１４施設）を除く３２事業場（５２施設）からの報告の結果、１事業場１施設で排出基準を超

過していたため、原因調査と改善対策の実施を指導した。 

 

表－２３ 大気基準適用施設の排ガス中ダイオキシン類濃度  単位：ng-TEQ/m3N 

報告数 

施設名 事業場 

数 

施設 

数 

最小～最大 
排出 

基準 

排出基準に 

適合しない 

施設数 

既設 2 2 0.058～0.36 1 0 
鉄鋼用焼結炉 

新設 0 0 － 0.1 0 

既設 3 3 0.0000068～0.34 5 0 
製鋼用電気炉 

新設 1 1 0.0035 0.5 0 

既設 2 2 0.16～2.7 5 0 アルミ焙焼炉 

 及び溶解炉 新設 2 2 0.01～1.4 1 1 

既設 6 11 0～0.390 1 0 
4t/以上 

新設 3 6 0.00026～0.061 0.1 0 

既設 3 3 0.00026～0.057 5 0 
2t/h～4t/h 

新設 0 0 － 1 0 

既設 13 15 0.00026～7.3 10 0 

廃
棄
物
焼
却
炉 2t/h 未満 

新設 6 7 
0.00000039 

～0.88 
5 0 

 

 

イ 水質基準対象施設に係る排出水 

ダイオキシン類対策特別措置法で報告義務のある６事業場７排水口の全てにおいて排水基準に

適合していた。 

 

表－２４ 水質基準対象施設に係る排出水中ダイオキシン類濃度   単位：pg-TEQ/L 

報告数 

施設名 
事業場数 排水口数

最小～最大 排水基準 
排水基準に

適合しない

排水口数 

廃棄物焼却炉の 

廃ガス洗浄施設、 

湿式集じん施設 

3 3 0.028～2.0 10 0 

下水道終末処理

施設 
3 4 0.000084～0.0012 10 0 

 



 

ウ 廃棄物焼却炉に係るばいじん等 

既設（平成１２年１月１５日以前に設置）の廃棄物焼却炉から排出されるばいじん等について

は、判定基準(3 ng-TEQ/g)を超えるものは特別管理廃棄物としてセメント固化処理等の安定化処

理をして最終処分しなければならない。 

平成２３年度の自主測定の結果、１事業場１施設のばいじんが特別管理廃棄物に該当していた。

これらのばいじんについては、全て適正に処理している事を確認した。 

 
表－２５ 廃棄物焼却炉に係るばいじん等に含まれるダイオキシン類濃度 単位：ng-TEQ/g 

施設名 報告数 

 項目 事業場数 施設数 
最小～最大 

特別管理廃棄物の 

判定基準値 

(H14.12.1 から適用)

ばいじん 21 32 0～1.8 廃
棄
物

焼
却
炉 焼却灰 23 38 0～5.6 

3 

 



（４） 一般廃棄物焼却工場 

一般廃棄物焼却工場の排ガス、焼却灰等を対象に測定を実施した。 

 

ア 排出ガス 

 ３工場とも排出基準に適合していた。 

 

表－２６ 焼却工場の排ガス中のダイオキシン類濃度     単位：ng-TEQ/m3N 

焼却工場名 施設名 測定値 排出基準 

1 号炉 0.0043 0.1 

2 号炉 0.0014 0.1 新門司工場 

3 号炉 0.0038 0.1 

1 号炉 0.0073 1 

2 号炉 0.019 1 日明工場 

3 号炉 0.016 1 

1 号炉 0.0026 1 

2 号炉 0.0043 1 皇后崎工場 

3 号炉 0.0025 1 

 

 

イ 焼却灰、ばいじん及び排水処理汚泥 

３工場とも判定基準（3ng-TEQ/g）に適合していた。 

 

表－２７ 焼却工場の焼却灰、ばいじん、排水及び排水処理汚泥に含まれるダイオキシン類濃度 

単位：ng-TEQ/g 

焼却工場名 焼却灰（※） ばいじん 排水処理汚泥 

新門司工場 0 0.052 排水処理汚泥はない。 

日明工場 0.0031 0.73 0.013 

皇后崎工場 0.000054 0.88 0.00065 

※新門司工場においては、溶融スラグの測定値を記載。 

 

 


